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■
一
二
月
一
二
日
、
対
テ
ロ
戦
争
の
洋
上
給
油
延
長
に
抗
議
声
明

　
「
洋
上
給
油
作
戦
継
続
法
」＝「
新
テ
ロ
特
措
法
」
の
成
立
に
抗
議
す
る

　

一
二
月
一
二
日
、
海
上
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
で
の
多
国
籍
軍
へ
の
給
油
作
戦
を
継

続
す
る
新
法
案
（
新
テ
ロ
特
措
法
案
）
が
、
参
院
本
会
議
で
の
否
決
を
経
て
、
衆
院

で
の
三
分
の
二
条
項
を
使
っ
た
再
議
決
に
よ
り
可
決
・
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
一
月
と
ま
っ
た
く
同
じ
暴
挙
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
多

国
籍
軍
に
よ
る
戦
争
・
占
領
を
支
援
す
る
同
法
に
強
く
抗
議
す
る
。

　

麻
生
・
自
公
政
権
は
、
航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
作
戦
を
終
了
し
、
イ
ラ
ク
か

ら
の
空
自
部
隊
の
撤
退
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
協
力

に
政
府
が
あ
く
ま
で
固
執
し
て
い
る
の
は
、
米
国
の
次
期
大
統
領
に
な
る
オ
バ
マ
が
、

イ
ラ
ク
か
ら
の
戦
闘
部
隊
の
早
期
撤
退
を
「
公
約
」
と
し
て
掲
げ
つ
つ
、「
テ
ロ
と
の

戦
い
」
の
「
主
戦
場
」
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
移
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
兵
力

増
派
や
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
越
境
攻
撃
の
継
続
も
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
と
一
体
の

も
の
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
こ
の
点
で
も
、
あ
く
ま
で
米
国
に
追
随
し
て
「
対
テ
ロ
」

戦
争
で
の
米
国
と
の
一
体
化
を
通
じ
た
恒
常
的
派
兵
国
家
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
９
・
11
を
口
実
に
世
界
で
一
番
豊
か
な
国
（
米
国
）
に
よ
る
最
貧
国
（
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
に
加
え
た
侵
略
攻
撃
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ン
で
の
状
況
が
、
ま
っ
た

く
出
口
の
な
い
泥
沼
に
入
り
込
み
、「
戦
争
に
よ
る
解
決
」
が
不
可
能
な
状
況
に
入
っ

て
い
る
こ
と
は
現
地
の
英
軍
責
任
者
自
身
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
連
日
の
よ
う

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
米
軍
の
空
爆
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
一
般
民
衆
の
殺
り
く

に
よ
っ
て
、
民
衆
の
反
米
・
反
占
領
意
識
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
カ
ル
ザ
イ
政
権

自
身
、「
タ
リ
バ
ン
と
の
対
話
」に
よ
る
解
決
を
追
求
し
て
い
る
。
今
年
八
月
の
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
・
伊
藤
和
也
さ
ん
の
拉
致
・
殺
害
と
い
う
悲
劇
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
復
興
・
支

援
活
動
が
も
は
や
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
責
任
が
米
国
が
主
導
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
「
武
装
勢
力
掃

討
戦
」
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

戦
場
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
で
の
テ
ロ
事
件
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
南
ア
ジ
ア
全
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
外
国
軍
の
撤
退
こ
そ
が

「
平
和
と
復
興
」
の
前
提
条
件
な
の
だ
。
し
か
し
、
今
回
の
「
洋
上
給
油
継
続
法
案
」

の
審
議
に
お
い
て
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
本
質
的
問
題
は
ほ
と
ん

ど
論
議
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
政
府
は
今
年
六
月
、
米
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
本
土
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
打
診
さ
れ
て
調
査
団
を
派
遣
し
、
空
自
の

Ｃ
１
３
０
輸
送
機
や
陸
自
の
大
型
ヘ
リ
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
投
入
す
る
可
能
性
を

検
討
し
た
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
情
報
は
「
要
員
の
安
全
に
影
響
が
及
び
、
国
際
社

会
の
信
頼
を
損
な
う
」
と
い
う
理
由
で
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
今
回
の
審
議
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
参
議
院
の
第
一
党
で
あ
る
民

主
党
が
「
早
期
解
散
」
を
め
ぐ
る
思
惑
か
ら
、
事
実
上
、
早
期
の
成
立
に
協
力
す
る

対
応
を
取
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
民
主
党
の
小
沢
代
表
は
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
治
安
支
援
部
隊
）
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
民

主
党
は
自
衛
隊
の
「
国
際
協
力
活
動
」
に
関
す
る
基
本
法
、す
な
わ
ち
「
派
兵
恒
久
法
」

の
早
期
制
定
に
も
積
極
的
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
法
案
の
審
議
の
中
で
、
民
主
党
の

長
島
昭
久
衆
院
議
員
が
ソ
マ
リ
ア
の
「
海
賊
対
策
」
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
必
要
を

促
し
、そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
「
ソ
マ
リ
ア
沖
派
兵
」
の
特
措
法
案
が
検
討
に
入
っ

て
い
る
こ
と
は
、
両
党
間
の
連
携
プ
レ
ー
を
如
実
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
一
切
の
戦
争
協
力
に
反
対
し
、

海
上
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ソ
マ
リ
ア
沖
派

反
安
保
実
の
取
り
組
み
か
ら
（
２
０
０
８
年
12
月
〜
２
０
０
９
年
１
月
）
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兵
・
海
外
派
兵
恒
久
法
制
定
に
向
け
た
動
き
を
阻
止
す
る
運
動
を
広
く
作
り
だ
し
て

い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
二
日

新
し
い
反
安
保
行
動
を
つ
く
る
実
行
委
員
会

■
【
共
同
声
明
】
ソ
マ
リ
ア
沖
に
海
上
自
衛
艦
を
出
す
な
！

　
　
　
　
　
　

海
賊
問
題
に
名
を
借
り
た
海
外
派
兵
新
法
に
反
対
す
る
！

　

麻
生
内
閣
は
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
・
ソ
マ
リ
ア
沖
な
ど
で
の
海
賊
被
害
に
対
処
す
る

と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
現
行
自
衛
隊
法
の
「
海
上
警
備
行
動
」（
八
二
条
）
を
拡
大
解

釈
し
て
海
上
自
衛
艦
を
派
遣
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
一
般
法
と
し
て
の
新
法
「
海
賊

処
罰
取
締
法
」
と
称
す
る
、
海
賊
対
策
に
名
を
借
り
た
憲
法
違
反
の
「
海
外
派
兵
恒

久
法
」
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
の
変
化
の
も
と
で
、「
な
に
は

と
も
あ
れ
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
い
」
と
の
日
本
政
府
の
強
い
願
望
が
あ
る
。
国
連
安

保
理
で
は
〇
八
年
六
月
と
一
〇
月
に
、
日
本
政
府
が
共
同
提
案
国
に
な
っ
た
「
海
賊

対
策
決
議
」
が
行
わ
れ
、
一
二
月
に
は
ソ
マ
リ
ア
領
土
内
で
「
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措

置
を
と
る
」
こ
と
を
求
め
る
決
議
が
だ
さ
れ
た
。
海
賊
対
策
は
第
一
義
的
に
海
上
保

安
庁
の
責
務
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
欧
米
諸
国
や
中
国
な
ど
の
艦
艇

派
遣
を
引
き
合
い
に
出
し
て
「
派
兵
で
肩
を
並
べ
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
自
衛
隊
法

八
二
条
を
適
用
し
て
、
海
自
艦
を
領
海
内
か
ら
は
る
か
に
遠
い
ソ
マ
リ
ア
沖
に
派
兵

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
専
守
防
衛
」
を
前
提
に
し
て
き
た
自
衛
隊

法
の
立
法
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
型
の
火
器
し
か
持
っ
て
い
な

い
漁
民
な
ど
の「
海
賊
」に
重
武
装
し
た
自
衛
艦
に
よ
る
軍
事
行
動
を
対
置
す
る
の
は
、

憲
法
第
九
条
の
精
神
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先

般
来
日
し
た
隣
国
イ
エ
メ
ン
の
ア
ル
マ
フ
デ
ィ
沿
岸
警
備
隊
長
を
は
じ
め
、
各
方
面

か
ら
、
海
自
艦
の
派
兵
が
海
賊
対
策
に
役
立
た
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
麻

生
内
閣
の
立
場
は
「
ま
ず
派
兵
あ
り
き
」
の
極
め
て
危
険
な
動
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ソ
マ
リ
ア
の
海
賊
問
題
は
欧
米
各
国
の
介
入
が
つ
く
り
出
し
た
ソ
マ
リ

ア
の
内
戦
に
よ
る
無
政
府
状
態
と
漁
民
な
ど
住
民
の
貧
困
、
大
国
の
海
洋
支
配
へ
の

反
発
が
根
本
原
因
で
あ
り
、
こ
の
解
決
な
く
し
て
「
海
賊
問
題
」
の
解
決
は
な
い
。

い
ま
ソ
マ
リ
ア
の
近
隣
諸
国
は
海
賊
対
策
で
海
上
で
の
警
察
力
を
強
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
憲
法
第
九
条
を
も
つ
日
本
の
政
府
が
ま
ず
な
す
べ
き
事
は
、
ア
フ
ガ
ン
戦

争
以
来
、
極
め
て
安
易
に
な
っ
た
列
強
の
軍
事
介
入
に
加
担
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
和
平
努
力
に
協
力
し
、
沿
岸
諸
国
の
自
主
的
な
努
力
に
協
力
し
、

こ
の
地
域
の
貧
困
と
破
壊
を
食
い
止
め
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
平
和
的
援
助
の

努
力
で
あ
る
。

　

麻
生
内
閣
の
「
ま
ず
派
兵
あ
り
き
」
の
「
ソ
マ
リ
ア
海
賊
対
策
」
に
反
対
す
る
。

　

自
衛
隊
法
八
二
条
を
適
用
し
た
海
上
警
備
活
動
派
兵
は
行
う
べ
き
で
な
い
。

　

海
賊
対
策
に
名
を
借
り
た
憲
法
違
反
の
派
兵
法「
海
賊
処
罰
取
締
法
」に
反
対
す
る
。

　

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
。
軍
艦
の
派
兵
で
は
な
く
、
平
和
的
な
民
生
支
援
を
。

以
下
、
団
体
・
個
人
の
連
名
（
第
１
次
締
め
切
り
二
月
一
〇
日
）

【
呼
び
か
け
団
体
】

ア
ジ
ア
連
帯
講
座
／
新
し
い
反
安
保
行
動
を
つ
く
る
実
行
委
員
会
／
ア
ン
ポ
を
つ

ぶ
せ
！
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
会
／
「
憲
法
」
を
愛
す
る
女
性
ネ
ッ
ト
／
憲
法
を
生

か
す
会
／
市
民
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
崎
／
市
民
自
治
を
創
る
会
（
札
幌
）
／
戦

争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
会
さ
っ
ぽ
ろ
／
日
本
山
妙
法
寺
／
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ-

Ｎ

Ｅ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
／
ふ
ぇ
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
平

和
憲
法
21
世
紀
の
会
／
平
和
を
実
現
す
る
キ
リ
ス
ト
者
ネ
ッ
ト
／
平
和
を
つ
く
り

出
す
宗
教
者
ネ
ッ
ト
／
許
す
な
！
憲
法
改
悪
・
市
民
連
絡
会
／

［
賛
同
連
絡
先
］
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